
京
都
太
秦
の
古
刹
、
広
隆
寺
の
上
宮
王
院
に
は
一
体
の
聖
徳
太
子
像

が
本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
等
身
大
（
昏
を
除
く
像
高
一

四
七
セ
ン
チ
）
の
立
像
に
造
ら
れ
る
こ
の
作
品
は
、
頭
部
と
身
体
部
に

そ
れ
ぞ
れ
実
物
の
冠
と
衣
服
を
着
用
し
、
左
手
に
柄
香
炉
、
右
手
に
笏

を
持
つ
像
容
と
な
っ
て
い
る
。
衣
服
は
代
々
天
皇
の
代
替
わ
り
ご
と
に
、

即
位
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
同
じ
黄
櫨
染
の
御
抱
が
下
賜
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
五
百
年
も
続
く
慣
例
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
最
も
古
い
遺

品
と
し
て
は
後
奈
良
天
皇
よ
り
下
さ
れ
た
御
抱
が
広
隆
寺
に
伝
存
す
る
。

平
成
六
年
、
今
上
天
皇
の
即
位
の
儀
式
の
後
に
も
、
慣
例
に
し
た
が
っ

て
御
抱
下
賜
の
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
御
抱
更
衣
の
儀
の
準

備
を
進
め
る
中
で
、
像
の
補
修
と
同
時
に
平
成
六
年
か
ら
七
年
に
か
け

て
調
査
が
行
わ
れ
、
多
く
の
新
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
に
よ
る
新
知
見
は
、
像
の
制
作
経
過
が
記
さ
れ
た
胎
内

銘
文
、
胎
内
に
納
め
ら
れ
た
心
月
輪
、
聖
徳
太
子
に
縁
の
深
い
諸
寺
院

一
、
は
じ
め
に

か
ら
将
来
さ
れ
た
納
入
物
、
独
創
的
な
玉
眼
の
技
法
な
ど
枚
挙
に
暇
が

な
い
。
そ
の
内
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
こ
の
広
隆
寺
上
宮
王
院
の
本
尊

で
あ
る
聖
徳
太
子
像
（
以
後
「
上
宮
王
院
像
」
と
略
す
）
が
、
制
作
当

初
は
美
豆
良
を
結
う
像
容
の
童
形
像
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
現
在
、
上
宮
王
院
像
は
着
用
す
る
冠
が
脱
落
し
な
い
よ
う
に
、

昏
を
結
う
髪
型
に
造
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
冠
を
脱
が
せ
る
と
、
頭

部
の
正
中
に
一
条
の
浅
い
溝
が
入
れ
ら
れ
、
頭
髪
が
左
右
に
分
け
ら
れ

た
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
結
髪
を
念
頭
に
置
い
て
考
え
る

と
、
頭
髪
を
左
右
に
分
け
た
状
態
で
髭
を
結
う
表
現
は
実
に
不
自
然
で

あ
る
。
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
像
の
両
耳
上
部
に
別
材
を
つ
け
て
い
た

跡
が
発
見
さ
れ
、
さ
ら
に
解
体
調
査
の
際
、
内
剖
り
の
両
耳
上
部
に
あ

た
る
個
所
に
、
別
材
を
固
定
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
釘
の
一
部
が
発
見
さ

れ
た
。
伊
東
史
朗
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
美
豆
良
を
つ
け
て

い
た
痕
跡
で
あ
り
、
昏
は
後
補
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

聖
徳
太
子
像
は
、
聖
徳
太
子
伝
の
記
述
か
ら
投
影
さ
れ
た
像
容
に
よ
っ

て
、
二
歳
南
無
仏
像
、
十
六
歳
孝
養
像
、
三
十
五
歳
勝
霊
経
講
讃
像
に

分
類
さ
れ
る
。
上
宮
王
院
像
は
、
現
在
は
広
隆
寺
の
縁
起
に
基
づ
い
て

内

田

吉

聖
徳
太
子
孝
養
像
の
系
譜

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
作
品
に
関
す
る
考
察

哉
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太
子
三
十
三
歳
の
姿
を
表
し
た
像
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

上
宮
王
院
像
は
か
つ
て
童
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
加
え
て
、

左
手
に
柄
香
炉
を
持
つ
様
式
か
ら
、
本
来
は
十
六
歳
孝
養
像
（
以
下

「
孝
養
像
」
と
略
す
）
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
孝

(
2
)
 

養
像
は
聖
徳
太
子
像
の
中
で
最
も
多
く
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
孝

養
像
の
多
く
は
両
手
で
柄
香
炉
を
持
つ
が
、
上
宮
王
院
像
は
左
手
に
柄

香
炉
、
右
手
に
笏
を
持
ち
、
こ
の
持
物
の
様
式
こ
そ
が
孝
養
像
と
し
て

の
最
大
の
図
像
的
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。(

3
)
 

今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
胎
内
銘
文
に
よ
っ
て
、
上
宮
王
院
像
の

制
作
年
代
は
元
永
三
年
(
-
―
二

0
)
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
上
宮
王
院
像
は
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像

と
し
て
現
存
最
古
の
作
品
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
上
宮
王
院

像
以
前
に
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
が
存
在
し
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
が
、
現
存
作
品
に
基
づ
く
限
り
、
上
宮
王
院
像
は
、
柄

香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
の
系
譜
に
お
い
て
図
像
的
に
根
本
像

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
お
い
て
、
そ
の

系
譜
上
に
あ
る
作
品
が
根
本
像
で
あ
る
上
宮
王
院
像
の
様
式
を
踏
襲
す

る
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
上
宮

王
院
像
に
関
す
る
新
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
期
が
ご
く
最
近
の
こ
と

で
あ
る
事
に
起
因
し
て
、
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
の
図
像

系
譜
に
は
今
だ
補
完
さ
れ
な
い
空
白
が
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

い
う
ま
で
も
な
く
孝
養
像
と
は
、
聖
徳
太
子
が
十
六
歳
の
時
、
父
用

明
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
願
す
る
姿
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
で
あ
る
。

図
像
的
に
は
童
形
の
聖
徳
太
子
が
赤
色
の
抱
の
上
に
袈
裟
と
横
被
を
着

用
し
、
柄
香
炉
を
持
つ
像
容
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
図
像
の
根

拠
と
な
る
場
面
は
、
十
世
紀
に
成
立
し
た
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
用
明
天

(
5
)
 

皇
二
年
、
聖
徳
太
子
十
六
歳
条
に
み
ら
れ
る
。
そ
の
記
述
は
次
の
よ
う

に
な
る
。二

年
、
丁
未
、
夏
四
月
、
天
皇
不
念
。
太
子
、
不
解
衣
帯
。
日
夜

侍
病
。
天
皇
一
飯
、
太
子
一
飯
。
天
皇
再
飯
、
太
子
再
飯
。
摯
香

炉
祈
請
。
音
不
絶
響
。

聖
徳
太
子
の
十
六
歳
と
い
う
年
齢
と
「
摯
香
炉
祈
請
」
と
い
う
記
述

か
ら
、
孝
養
像
が
こ
の
聖
徳
太
子
の
姿
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
で
あ

る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
み
ら
れ
る

描
写
は
簡
潔
で
あ
り
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
孝
養
像
の
図
像
的
特
徴
で

あ
る
赤
色
の
抱
を
着
す
る
こ
と
と
、
袈
裟
と
横
被
を
着
用
す
る
こ
と
の

必
然
性
は
導
き
出
せ
な
い
。

時
期
を
降
っ
て
中
世
に
入
る
と
、
文
保
元
年
(
-
三
一
七
）
か
ら
翌

(
6
)
 

年
に
か
け
て
完
成
し
た
と
み
ら
れ
る
、
『
文
保
本
太
子
伝
』
と
呼
ば
れ

二
、
聖
徳
太
子
孝
養
像
に
み
ら
れ
る
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
作
例

空
白
を
些
少
な
り
と
も
埋
め
る
こ
と
を
目
標
に
論
を
進
め
た
い
。
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る
聖
徳
太
子
伝
が
登
場
す
る
。
こ
の
中
の
太
子
十
六
歳
条
で
は
じ
め
て
、

父
用
明
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
願
す
る
場
面
の
聖
徳
太
子
を
さ
し
て

「
孝
養
」
の
語
が
用
い
ら
れ
、
聖
徳
太
子
の
容
姿
に
つ
い
て
も
、
抱
が

赤
色
で
あ
る
こ
と
、
袈
裟
を
着
用
す
る
こ
と
が
具
体
的
に
記
述
さ
れ
る
。

夏
四
月
此
ョ
リ
、
天
皇
、
守
屋
之
呪
阻
二
依
テ
御
悩
ノ
床
二
臥
シ

玉
ヒ
ケ
レ
バ
、
太
子
、
日
夜
二
看
病
シ
テ
片
時
モ
御
寝
所
ヲ
、
離

レ
玉
ハ
ズ
。
終
夜
御
装
束
ヲ
モ
宛
ケ
玉
ハ
ズ
。
天
皇
、
供
御
ヲ
キ

コ
シ
メ
セ
バ
、
太
子
モ
是
ヲ
取
上
給
ス
。
天
皇
キ
コ
シ
メ
サ
ネ
バ

太
子
モ
更
二
御
覧
シ
イ
レ
ラ
レ
ズ
、
誠
ニ
―
天
ノ
歎
四
海
ノ
愁
也
、

時
二
太
子
赤
衣
ノ
上
二
御
袈
裟
ヲ
著
シ
、
金
ノ
香
炉
ヲ
摯
テ
悲
嘆

ノ
涙
ヲ
流
シ
、
而
モ
神
明
仏
陀
二
御
起
請
有
ケ
リ
也
、
太
子
斯
ノ

如
ク
父
天
皇
ノ
御
悩
ヲ
悲
シ
ミ
奉
リ
、
孝
行
懇
志
ヲ
抽
テ
玉
ケ
ル

二
、
依
テ
十
六
歳
ノ
御
影
ヲ
バ
孝
養
御
影
卜
名
シ
奉
ケ
リ
也
、

以
上
に
掲
げ
た
『
文
保
本
太
子
伝
』
の
記
事
に
は
、
抱
が
赤
色
で
あ

る
こ
と
、
袈
裟
を
着
用
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
香
炉
に
つ
い
て
も
「
金

ノ
香
炉
」
と
記
述
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
依
テ
十
六
歳
ノ
御
影
ヲ
バ
孝

養
御
影
卜
名
シ
奉
ケ
リ
也
」
と
あ
り
、
こ
の
一
条
に
よ
っ
て
十
六
歳
の

聖
徳
太
子
が
赤
色
の
抱
に
袈
裟
を
ま
と
い
、
金
色
の
柄
香
炉
を
捧
げ
持

つ
姿
を
あ
ら
わ
し
た
像
が
「
孝
養
御
影
」
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
。

し
か
し
、
文
保
元
年
以
前
に
も
赤
色
の
抱
と
袈
裟
を
着
用
し
て
柄
香

炉
を
持
つ
孝
養
像
の
存
在
は
は
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
孝
養
像
の
中
に

(
7
)
 

は
銘
文
か
ら
制
作
年
代
を
確
定
で
き
る
作
品
も
存
在
す
る
。
加
え
て
、

『
文
保
本
太
子
伝
』
は
聖
徳
太
子
絵
伝
の
絵
解
き
を
行
う
た
め
の
台
本

と
し
て
著
述
さ
れ
た
聖
徳
太
子
伝
で
あ
る
事
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
『
文
保
本
太
子
伝
』
の
記
事
に
よ
っ
て
、
孝
養
像
の
像
容
が
、

赤
色
の
抱
と
袈
裟
を
着
用
し
て
柄
香
炉
を
持
つ
童
形
の
聖
徳
太
子
像
で

あ
る
と
定
義
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
既
存
の
孝
養
像
に
つ
い
て
、
そ
の

像
容
を
説
明
す
る
目
的
で
、
『
文
保
本
太
子
伝
』
の
「
孝
養
御
影
」
に

関
す
る
記
事
が
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
孝
養
像
の
図

像
の
定
義
に
つ
い
て
、
『
文
保
本
太
子
伝
』
が
著
述
さ
れ
た
文
保
元
年

の
時
点
で
初
め
て
明
文
化
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
文
保
元
年
以
前
の

い
つ
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

は
明
確
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
の
著
述
さ
れ
た
十
世
紀
か
ら
『
文
保
本
太
子
伝
』

の
著
述
さ
れ
た
十
四
世
紀
に
か
け
て
、
孝
養
像
の
図
像
が
ど
の
よ
う
な

定
義
を
も
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
明
確
に
判
断
で
き
な
い
と
い
う

事
実
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
孝
養
像
の
像
容
は
多
様
で
あ
る
。
現
存

作
品
を
例
に
と
っ
て
検
討
す
る
と
、
孝
養
像
は
立
像
様
式
の
作
品
と
坐

像
様
式
の
作
品
が
存
在
し
、
そ
の
内
の
坐
像
は
さ
ら
に
半
珈
坐
像
、
脆

坐
像
、
扶
坐
像
に
分
類
さ
れ
る
。
持
物
に
つ
い
て
は
、
両
手
で
柄
香
炉

を
持
つ
様
式
と
、
一
方
の
手
に
柄
香
炉
、
他
方
の
手
に
笏
か
経
巻
を
持

つ
様
式
に
分
類
さ
れ
る
。
袈
裟
と
横
被
の
着
用
様
式
に
つ
い
て
は
、
そ(

8
)
 

れ
ぞ
れ
が
左
右
の
肩
に
掛
か
る
か
否
か
に
よ
っ
て
四
通
り
に
分
類
さ
れ

る
。
以
上
に
挙
げ
た
孝
養
像
の
様
式
分
類
の
う
ち
、
上
宮
王
院
像
の
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よ
う
に
左

手
に
柄
香

炉
、
右
手

に
笏
を
持

つ
様
式
の

作
品
は
、

管
見
の
限

り
で
は
上

宮
王
院
像

(
9
)
 

を
含
め
て
三
十
三
体
を
数
え
る
。
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像

は
、
所
蔵
す
る
寺
院
の
宗
派
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
真
宗
系
寺
院
が

所
蔵
す
る
作
品
と
聖
徳
太
子
に
縁
の
あ
る
寺
院
が
所
蔵
す
る
作
品
の
二

種
に
大
別
で
き
る
。

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
の
う
ち
、
上
宮
王
院
像
に
次
い

で
制
作
年
代
の
古
い
作
品
は
、
彫
像
で
は
兵
庫
・
鶴
林
寺
、
同
・
斑
鳩

寺
、
大
阪
・
叡
福
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
さ
れ
る
孝
養
像
、
画
像
で
は
京

都
・
藤
井
有
那
館
に
所
蔵
さ
れ
る
孝
養
像
と
、
法
隆
寺
の
五
尊
曼
荼
羅

に
描
か
れ
る
聖
徳
太
子
像
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
制
作
年

代
は
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
中
期
を
降
ら
な
い
時
期
と
さ
れ
て
い
る
。

右
に
列
挙
し
た
作
品
の
う
ち
、
鶴
林
寺
像
、
斑
鳩
寺
像
、
叡
福
寺
像

は
い
ず
れ
も
立
ち
姿
の
彫
像
で
あ
り
、
上
宮
王
院
像
と
同
じ
く
、
実
物

の
衣
服
を
つ
け
る
着
装
像
で
あ
る
。
鶴
林
寺
像
は
、
現
在
は
頭
か
ら
う

図 1
京都藤井有那館聖徳太子孝養像

ち
か
け
の
よ
う
な
衣
服
を
か
ぶ
る
姿
で
安
置
さ
れ
る
。
身
体
部
に
彫
刻

で
表
現
さ
れ
た
衣
服
が
、
上
半
身
は
汗
杉
、
下
半
身
は
赤
色
の
下
袴
を

着
け
る
だ
け
の
下
着
姿
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
制
作
当
初
は
実
物
の
衣

(10) 

服
を
正
し
く
着
用
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
叡
福
寺
像
は
、
現
在
は
右

手
に
念
珠
を
持
つ
が
、
右
手
の
造
形
か
ら
み
て
本
来
は
笏
を
持
つ
の
が

正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
鶴
林
寺
像
、
斑
鳩
寺
蔵
、
叡
福
寺
像
は
三
体
と

も
、
頭
部
に
は
実
物
の
頭
髪
を
植
え
ら
れ
る
。

藤
井
有
郡
館
が
所
蔵
す
る
画
像
の
聖
徳
太
子
孝
養
像
（
図
1
)
は、

朱
色
の
抱
の
上
に
袈
裟
と
横
被
を
着
用
し
、
礼
盤
上
に
扶
坐
す
る
垂
髪

姿
の
像
で
あ
り
、
左
手
に
柄
香
炉
、
右
手
に
は
檜
扇
を
持
つ
。
画
面
左

上
に
画
賛
を
配
し
、
画
面
右
上
に
は
聖
徳
太
子
の
本
地
と
さ
れ
る
如
意

輪
観
音
を
表
す
種
子
（
キ
リ
ー
ク
）
が
配
さ
れ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

法
隆
寺
が
所
蔵
す
る
五
尊
曼
荼
羅
は
、
中
央
に
大
日
如
来
を
描
き
、

画
面
上
段
の
左
右
に
虚
空
蔵
菩
薩
と
如
意
輪
観
音
、
画
面
下
段
の
左
右

に
童
形
の
聖
徳
太
子
と
弘
法
大
師
を
配
置
す
る
。
作
品
中
に
描
か
れ
る

聖
徳
太
子
は
垂
髪
で
坐
し
、
左
手
に
柄
香
炉
、
右
手
に
は
幡
を
持
つ
。

藤
井
有
那
館
の
所
蔵
す
る
聖
徳
太
子
孝
養
像
と
、
法
隆
寺
五
尊
曼
荼

羅
の
中
に
描
か
れ
る
聖
徳
太
子
は
、
両
者
と
も
に
右
手
の
持
物
は
笏
で

は
な
い
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
図
像
的
に
は
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式

の
孝
養
像
の
系
譜
上
に
あ
る
作
品
と
い
え
よ
う
。

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
に
つ
い
て
、
柄
香
炉
と
笏
を
持

つ
両
手
の
構
え
方
に
着
目
す
る
と
、
真
宗
系
寺
院
が
所
蔵
す
る
孝
養
像
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は
、
十
七
体
の
内
十
三
体
の
作
品
が
両
手
の
間
隔
を
広
く
構
え
る
。
こ

れ
に
対
し
て
真
宗
系
以
外
の
寺
院
が
所
蔵
す
る
孝
養
像
で
は
、
両
手
を

広
く
構
え
る
作
品
は
十
五
体
の
う
ち
四
体
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
お
い
て
、
根
本
像
と
さ

れ
る
上
宮
王
院
像
は
、
両
手
の
間
隔
を
狭
く
構
え
る
。
先
述
し
た
鶴
林

寺
像
、
斑
鳩
寺
像
、
叡
福
寺
像
、
藤
井
有
鄭
館
像
、
法
隆
寺
の
五
尊
曼

荼
羅
中
の
聖
徳
太
子
像
の
五
点
の
作
品
も
、
同
じ
く
両
手
の
間
隔
を
狭

く
構
え
る
。
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
で
は
、
鎌
倉
時
代
中

期
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
作
品
は
両
手
の
間
隔
を
狭
く
構
え
る
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
は
図
像
的
に
は
根
本
像
で
あ
る
上
宮
王
院
像
の
影
響
に
よ
る

も
の
と
推
論
で
き
よ
う
。

三
、
図
像
的
根
本
像
と
し
て
の
上
宮
王
院
像

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
上
宮
王
院
像
は
、
広
隆
寺

の
縁
起
に
基
づ
い
て
聖
徳
太
子
―
二
十
三
歳
の
姿
を
あ
ら
わ
し
た
像
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
成
人
の
聖
徳
太
子
像
と
し
て
ま
つ
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
現
在
の
像
容
は
、
室
町
時
代
ま
で
は
確
実
に
さ

(11) 

か
の
ぼ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
上
宮

王
院
像
の
顔
面
部
の
彩
色
は
、
顔
料
に
鉛
白
を
用
い
て
塗
り
直
さ
れ
た

形
跡
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
鉛
白
が
白
色

顔
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
時
期
は
、
小
倉
八
郎
氏
の
見
解
で
は
鎌
倉
時

図2
一乗寺本・聖徳太子孝養像

代
が
下
限
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
顔
面
部
の
再
彩
色
が
、
童
形

像
か
ら
成
人
像
へ
の
像
容
変
更
時
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
と
、
現
在
の

像
容
は
さ
ら
に
鎌
倉
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
事
が
で
き
る
。
い
い
か
え

れ
ば
、
上
宮
王
院
像
が
童
形
の
像
容
で
あ
っ
た
時
期
の
下
限
を
鎌
倉
時

代
以
降
に
ま
で
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養
像
の
系
譜
に
お
い
て
、
上
宮
王
院

像
は
図
像
的
に
は
根
本
像
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
宮
王
院

像
が
か
つ
て
は
童
形
の
聖
徳
太
子
像
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
に
基
づ
い

て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
宮
王
院
像
が
童
形
の

像
容
で
あ
っ
た
時
期
の
下
限
を
鎌
倉
時
代
以
降
に
求
め
ら
れ
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
系
譜
に
お
け
る
図
像
の
伝
達

に
関
し
て
、
看
過
で
き
な
い
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
そ
の
問
題
と
は
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

鎌
倉
時

代
以
降
に

も
柄
香
炉

と
笏
を
持

つ
様
式
の

孝
養
像
は

制
作
さ
れ

た
。
し
か

し
、
上
宮
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王
院
像
が
童
形
の
聖
徳
太
子
像
で
あ
っ
た
時
期
の
下
限
を
鎌
倉
時
代
以

降
に
求
め
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
上
宮
王
院
像
が
鎌
倉
時
代
以
降
に
制

作
さ
れ
た
孝
養
像
の
図
像
に
直
接
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
事
は
難
し

い
。
す
る
と
、
上
宮
王
院
像
を
根
本
と
す
る
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養

像
の
図
像
系
譜
を
た
ど
る
上
で
、
上
宮
王
院
像
が
制
作
さ
れ
た
元
永
三

年
か
ら
鎌
倉
時
代
以
降
へ
到
達
す
る
ま
で
の
過
程
が
欠
落
す
る
事
に
な

る
。
本
章
で
は
、
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
図
像
検
討
に
よ
っ
て

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
糸
口
を
探
る
事
に
す
る
。

ま
ず
眼
と
眉
の
造
形
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
上
宮
王
院
像
の
眼
は
瞼

の
奥
の
眼
球
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
な
滴
型
に
造
ら
れ
、
眉
は
穏
や
か
に

弧
を
描
く
造
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鎌
倉
時
代
末
期
以

降
の
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
は
、
全
て
聖
徳
太
子
の
眼
差
し
は
鋭

く
、
眉
間
を
寄
せ
て
眉
尻
を
上
げ
峻
厳
た
る
表
情
に
造
ら
れ
る
。
そ
う

す
る
と
、
眼
と
眉
の
造
形
に
関
し
て
、
鎌
倉
時
代
末
期
以
降
の
孝
養
像

に
上
宮
王

院
像
の
影

響
は
み
ら

れ
な
い
と

考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。

眼
と
眉

の
造
形
に

図3
大英博物館

聖徳太子孝養像

図4
京都二尊院

聖徳太子孝養像・ニ王子像

つ
い
て
、

柄
香
炉
と

笏
を
持
つ

孝
養
像
で

は
な
い
が
、

現
存
最
古

の
孝
養
画

像
と
し
て

知
ら
れ
、
兵
庫
の
一
乗
寺
が
所
蔵
す
る
、
天
台
高
僧
画
像
十
幅
中
の
一

幅
に
描
か
れ
る
聖
徳
太
子
孝
養
像
（
図
2
)
に
比
較
的
似
た
表
現
が
み

ら
れ
る
。
一
乗
寺
本
孝
養
像
の
制
作
年
代
は
平
安
時
代
末
期
と
さ
れ
る
。

像
容
は
、
赤
色
の
抱
を
着
用
し
て
礼
盤
上
に
坐
し
、
両
手
で
柄
香
炉
を

持
つ
姿
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、
眉
は
穏
や
か
に
弧
を
描
く
表
現
が
な
さ

れ
、
こ
れ
が
上
宮
王
院
像
の
眉
に
似
た
造
形
と
な
っ
て
い
る
。
一
乗
寺

本
孝
養
像
の
制
作
年
代
は
十
一
世
紀
と
推
定
さ
れ
る
た
め
、
一
乗
寺
本

孝
養
像
が
上
宮
王
院
像
の
影
響
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
眉
の
造
形
は
、
一
乗
寺
本
孝
養
像

と
図
像
系
統
を
同
じ
く
す
る
作
品
に
は
多
く
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
大
英
博
物
館
の
所
蔵
す
る
聖
徳
太
子
孝
養
像

（図
3
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
英
博
物
館
像
の
制
作
年
代
は
南
北
朝
時

代
と
み
ら
れ
る
。
図
像
的
に
は
両
手
で
柄
香
炉
を
持
ち
、
礼
盤
上
に
坐

し
て
画
面
下
方
に
蘇
我
馬
子
と
小
野
妹
子
を
従
え
る
構
成
に
な
り
、
眉
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の
表
現
に
上
宮
王
院
像
と
類
似
し
た
造
形
が
み
ら
れ
る
。
大
英
博
物
館

像
は
一
乗
寺
本
孝
養
像
と
図
像
系
統
を
同
じ
く
す
る
作
品
で
あ
る
が
、

袈
裟
と
横
被
の
着
用
様
式
や
安
坐
す
る
姿
勢
に
藤
井
有
鄭
館
像
か
ら
の

(14) 

影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

三
尊
形
式
の
孝
養
像
に
も
眉
の
造
形
に
似
た
表
現
を
持
つ
作
品
が
み

ら
れ
る
。
三
尊
形
式
の
孝
養
像
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
は
、
京
都
の

二
尊
院
に
所
蔵
さ
れ
る
聖
徳
太
子
孝
養
像
・
ニ
王
子
像
（
図
4
)
が
挙

げ
ら
れ
る
。
三
尊
形
式
の
孝
養
像
は
画
面
中
に
脇
侍
の
二
童
子
が
配
さ

れ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
脇
侍
の
二
童
子
に
つ
い
て
、
小
山

正
文
氏
が
鋭
い
解
釈
を
く
わ
え
て
い
る
。
小
山
氏
は
三
尊
形
式
の
孝
養

像
の
図
像
に
つ
い
て
、
脇
侍
の
二
王
子
の
存
在
に
着
目
し
、
聖
徳
太
子

が
河
内
国
科
長
廟
を
視
察
す
べ
く
従
者
を
引
き
連
れ
て
向
か
う
場
面
を

描
い
た
作
品
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。
こ
の
見
解
を
う
け
て
、
三

尊
形
式
の
孝
養
像
は
特
に
廟
堀
太
子
像
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
「
廟
堀
太

子
」
と
呼
ば
れ
る
三
尊
形
式
の
孝
養
像
の
眉
の
造
形
に
お
い
て
、
上
宮

王
院
像
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
。

廟
堀
太
子
像
に
は
、
画
面
上
方
に
画
賛
を
配
し
た
作
品
が
多
く
み
ら

れ
る
。
廟
堀
太
子
像
の
賛
文
に
引
か
れ
る
文
言
は
「
廟
堀
偶
」
と
呼
ば

れ
る
成
句
で
あ
る
が
、
「
廟
堀
偶
」
は
、
津
田
徹
英
氏
に
よ
っ
て
、
藤

井
有
郡
館
像
の
制
作
背
景
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
廟
堀
太
子
像
と
藤
井
有
鄭
館
像
と
の
間
に
図
像
引
用
関
係
が
存

在
し
た
と
も
推
測
で
き
よ
う
。
藤
井
有
鄭
館
像
と
「
廟
堀
偶
」
の
関
連

に
つ
い
て
は
本
稿
中
で
後
述
す
る
。

廟
堀
太
子
像
は
、
眉
の
造
形
に
お
い
て
上
宮
王
院
像
と
の
類
似
が
み

ら
れ
る
と
同
時
に
、
画
賛
に
引
か
れ
る
「
廟
堀
偶
」
の
文
言
に
よ
っ
て

藤
井
有
郡
館
像
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
英
博
物
館
像
は
、

眉
の
造
形
に
お
い
て
、
上
宮
王
院
像
と
の
類
似
が
み
ら
れ
る
と
同
時
に
、

袈
裟
と
横
被
の
着
用
様
式
や
安
坐
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
藤
井
有
那
館
像

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。

大
英
博
物
館
像
と
廟
堀
太
子
像
は
、
と
も
に
上
宮
王
院
像
と
の
図
像

の
類
似
例
と
し
て
紹
介
し
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
英
博
物
館
像
、

廟
堀
太
子
像
の
い
ず
れ
も
が
画
像
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、

図
像
的
な
影
響
は
藤
井
有
鄭
館
像
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
考
え
る
方
が

自
然
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
大
英
博
物
館
像
と
廟
堀
太
子
像
に
、
藤

井
有
鄭
館
像
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
宮
王
院

像
が
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

藤
井
有
鄭
館
像
の
図
像
が
上
宮
王
院
像
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る

た
め
に
こ
の
よ
う
な
帰
結
に
な
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

上
宮
王
院
像
が
図
像
的
に
直
接
影
響
を
与
え
た
と
す
る
図
式
に
難
を

抱
え
つ
つ
も
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
も
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
様
式
の
孝
養

像
は
制
作
さ
れ
続
け
た
。
こ
れ
は
、
上
宮
王
院
像
が
童
形
の
聖
徳
太
子

像
で
あ
っ
た
時
期
に
、
上
宮
王
院
像
を
直
接
手
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た

孝
養
像
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
が
、
柄

香
炉
と
笏
を
も
つ
孝
養
像
の
図
像
を
、
後
世
に
伝
え
る
橋
渡
し
を
行
っ
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た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
紹
介
し
た
鶴
林
寺
像
、
斑
鳩
寺
像
、
叡
福
寺
像
、

藤
井
有
那
館
像
、
法
隆
寺
五
尊
曼
荼
羅
の
五
作
品
は
こ
の
役
割
を
担
っ

た
孝
養
像
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
五
点
の
作

品
は
、
柄
香
炉
と
笏
を
も
つ
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
お
い
て
、
根
本
像

と
し
て
独
創
的
な
趣
向
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
た
上
宮
王
院
像
が

制
作
さ
れ
た
時
期
と
、
持
物
や
服
制
の
図
像
が
定
型
化
さ
れ
た
孝
養
像

が
制
作
さ
れ
た
時
期
と
の
中
間
に
存
在
す
る
、
い
わ
ば
過
渡
期
の
作
品

で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
お
い
て
、
過
渡
期
の
作

品
と
位
置
づ
け
た
五
点
の
孝
養
像
は
、
藤
井
有
鄭
館
像
を
除
い
て
い
ず

れ
も
聖
徳
太
子
に
ゆ
か
り
の
深
い
寺
院
が
所
蔵
す
る
作
品
で
あ
る
。
ま

た
、
図
像
が
定
型
化
さ
れ
た
時
期
の
孝
養
像
は
、
真
宗
教
団
特
有
の
様

式
で
あ
る
真
俗
二
諦
像
と
呼
ば
れ
る
作
品
に
代
表
さ
れ
る
。
そ
う
し
て

み
る
と
、
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
お
け
る
過
渡
期

は
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
聖
徳
太
子
が
宗
派
を
こ
え
て
、
鎌
倉
時
代

以
降
の
新
仏
教
に
浸
透
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
も
い
い
か
え
ら
れ
る

だ
ろ
う
。

そ
う
と
み
る
と
き
、
藤
井
有
鄭
館
像
は
特
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。

藤
井
有
鄭
館
像
の
画
面
左
上
に
記
さ
れ
る
賛
文
は
岐
阜
の
信
浄
寺
と
滋

(
1
7
)
 

賀
の
百
済
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
す
る
画
像
の
聖
徳
太
子
孝
養
像
に
記
さ

れ
る
賛
文
と
極
め
て
密
な
関
連
を
み
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
藤
井
有

鄭
館
像
が
柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
系
譜
に
お
い
て
、
後
世
に
強

い
影
響
を
与
え
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

藤
井
有
鄭
館
像
の
画
面
左
上
に
記
さ
れ
る
賛
文
は
、
『
聖
徳
太
子
伝

私
記
』
に
「
敬
礼
太
子
要
文
」
と
し
て
引
か
れ
る
句
で
あ
る
。
以
下
に

紹
介
す
る
通
り
、
「
敬
礼
太
子
要
文
」
の
構
成
は
、
大
き
く
四
節
に
分

け
ら
れ
る
。

敬
礼
救
世
観
世
音

偲
燈
東
方
粟
散
王

従
於
西
方
来
誕
生

開
演
妙
法
度
衆
生

帰
命
蓮
華
王
上
宮
王
太
子

一
稲
一
礼
者
往
生
安
楽
国

合
掌
敬
礼
救
世
大
慈
観
音
菩
薩

妙
教
流
通
東
方
日
国
四
十
九
歳

偲
燈
演
説
大
慈
大
悲
敬
礼
菩
薩

藤
井
有
鄭
館
像
の
画
賛
に
引
か
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
四
節
の
内
、
は

じ
め
の
二
節
四
句
で
あ
る
。
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
節
が
別
々
の
作
者
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
注
釈
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
画
賛
に
引
か
れ
る
二
算
四
句
の
内
、
前
半
二
句

は
『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
の
注
釈
に
よ
れ
ば
「
已
上
者
日
羅
之
語
」
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
後
半
二
句
は
「
已
上
二
句
不
知
作
者
云
A

」
と

さ
れ
る
が
、
一
方
で
、
「
或
本
云
」
と
前
置
き
し
て
、
前
半
二
句
と
後

半
二
句
を
あ
わ
せ
た
こ
れ
ら
四
句
す
べ
て
が
「
已
上
四
句
皆
日
羅
作
云
ヽ
」
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で
あ
る
と
す
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
節
め
の
「
帰
命
蓮
華
王
」
か
ら
「
往
生
安
楽
国
」
ま
で
は

「
此
作
者
不
知
」
と
さ
れ
る
が
、
四
節
め
の
「
合
掌
敬
礼
」
か
ら
「
敬

礼
菩
薩
」
ま
で
の
九
句
は
「
阿
佐
礼
拝
言
也
百
済
国
王
之
太
子
也
持
地

化
身
云
こ
と
注
釈
し
て
、
阿
佐
太
子
の
語
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い

る。
日
羅
と
阿
佐
太
子
は
、
と
も
に
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
お
い
て
、
聖

徳
太
子
が
救
世
観
音
の
化
身
で
あ
る
事
を
強
調
す
る
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
す
人
物
で
あ
り
、
そ
の
記
事
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

「
敏
達
天
皇
十
二
年
条
」

十
二
年
癸
卯
秋
七
月
。
（
中
略
）
日
羅
脆
地
而
合
掌
白
日
。
敬
礼

救
世
観
世
音
大
菩
薩
。
偲
燈
東
方
粟
散
王
。
人
不
得
聞
。
太
子
修

容
。
折
磐
而
謝
。
日
羅
大
放
身
光
。
如
火
熾
炎

3

太
子
眉
間
放
光
。

如
日
暉
枝
。
（
以
下
略
）

「
推
古
天
皇
五
年
条
」

五
年
丁
巳
夏
四
月
。
百
済
王
使
。
王
子
阿
佐
等
来
。
調
貢
。
語
領

客
日
。
僕
聞
。
此
国
有
一
聖
人
。
僕
自
拝
観
。
情
願
足
癸
。
太
子

聞
之
。
直
引
殿
内
。
阿
佐
驚
拝
。
熟
見
太
子
之
顔
。
復
見
左
右
手

掌
。
左
右
足
掌
。
而
再
起
再
拝
両
段
。
退
而
出
庭
。
右
膝
著
地
。

合
掌
恭
敬
日
。
合
掌
敬
礼
。
救
世
大
慈
。
観
音
菩
薩
。
妙
教
流
通
。

東
方
日
国
。
四
十
九
歳
。
博
燈
演
説
。
大
慈
大
悲
。
敬
礼
菩
薩
゜

太
子
合
目
須
央
。
眉
間
放
一
白
光
。
長
三
丈
許
。
（
以
下
略
）

柄
香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
お
い
て
、
藤
井
有
鄭
館

そ
れ
ぞ
れ
敏
達
天
皇
十
二
年
条
、
推
古
天
皇
五
年
条
に
日
羅
と
阿
佐

太
子
が
聖
徳
太
子
と
対
面
す
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
の

中
で
、
日
羅
の
「
敬
礼
救
世
観
世
音
大
菩
薩
」
の
語
と
、
阿
佐
太
子
の

「
救
世
大
慈
、
観
音
菩
薩
」
の
語
に
よ
っ
て
聖
徳
太
子
が
救
世
観
音
の

化
身
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。

藤
井
有
郷
館
像
の
画
面
右
上
に
は
種
子
が
配
さ
れ
る
が
、
こ
の
種
子

は
聖
徳
太
子
の
本
地
と
さ
れ
る
如
意
輪
観
音
を
表
す
キ
リ
ー
ク
で
あ
る
。

賛
文
に
引
用
さ
れ
る
「
敬
礼
太
子
要
文
」
の
二
節
四
句
は
、
種
子
と
あ

わ
せ
て
、
聖
徳
太
子
が
観
音
の
垂
迩
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
意
図
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
津
田
氏
は
、
藤
井
有
鄭
館
像
の
画
賛
お
よ
び
「
廟
堀
偶
」

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
十
方
如
来
大
慈
悲
、
皆
集
一
体
観
世
音
、
西

方
称
為
阿
弥
陀
、
娑
婆
示
為
観
世
音
」
の
句
を
紹
介
し
、
藤
井
有
鄭
館

像
の
図
像
が
こ
の
句
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
指
摘

(20) 

す
る
。
さ
ら
に
津
田
氏
は
、
藤
井
有
鄭
館
像
の
賛
文
に
書
か
れ
る
前
半

二
句
の
出
展
が
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
敏
達
天
皇
十
二
年
・
太
子
十
二
歳

の
条
で
あ
り
、
後
半
二
句
は
出
展
こ
そ
明
確
で
は
な
い
が
「
廟
堀
偶
」

の
文
言
を
踏
ま
え
た
句
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
。

四
、
上
宮
王
院
像
と
藤
井
有
鄭
館
像
の
像
容
の
比
較
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像
は
、
根
本
像
で
あ
る
上
宮
王
院
像
の
図
像
を
後
世
へ
橋
渡
し
す
る
過

渡
期
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
像
系
譜
を
同
じ
く
す
る
作
品

と
し
て
、
藤
井
有
那
館
像
に
上
宮
王
院
像
の
影
響
を
感
じ
と
れ
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
の
だ
が
、
藤
井
有
那
館
像
の
各
部
の
描
写
は
、

そ
の
当
然
の
範
疇
に
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
ほ
ど
、
上
宮
王
院
像
と
の
関

連
を
強
く
意
識
さ
せ
る
。
本
章
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

た
い
。ま

ず
、
上
宮
王
院
像
と
藤
井
有
郡
館
像
は
、
側
頭
部
、
耳
に
か
か
る

あ
た
り
の
頭
髪
の
表
現
に
つ
い
て
類
似
し
た
造
形
が
見
出
さ
れ
る
（
図

5
.
6
)
。
こ
の
よ
う
な
頭
髪
お
よ
び
耳
の
下
端
が
の
ぞ
く
表
現
は
、

孝
養
像
の
頭
髪
の
表
現
と
し
て
は
管
見
の
限
り
で
は
他
に
例
を
み
な
い
。

し
か
し
、
上
宮
王
院
像
と
藤
井
有
那
館
像
は
両
者
と
も
に
そ
の
極
め
て

ま
れ
な
表
現
を
踏
襲
す
る
。

次
に
、
藤
井
有
鄭
館
像
の
聖
徳
太
子
は
髪
を
垂
髪
に
結
う
が
、
こ
の

垂
髪
の
表
現
に
つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
造
形
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

藤
井
有
郡
館
像
の
垂
髪
の
付
け
根
部
分
の
描
写
が
、
他
の
垂
髪
姿
の
孝

養
像
と
比
較
し
て
あ
ま
り
に
も
不
自
然
な
表
現
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
垂
髪
付
け
根
部
分
の
描
写
は
、
画
像
に
比
べ
て
突
起
部

分
の
造
形
に
強
く
制
約
を
う
け
る
彫
像
を
連
想
さ
せ
、
藤
井
有
那
館
像

は
特
定
の
彫
像
作
品
を
手
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

と
も
思
わ
せ
る
。

そ
う
と
み
る
と
き
、
上
宮
王
院
像
の
側
頭
部
に
残
る
、
美
豆
良
を
つ

け
て
い
た

痕
跡
の
位

置
が
藤
井

有
鄭
館
像

の
垂
髪
の

付
け
根
と

ほ
ぼ
同
位

置
で
あ
る

こ
と
に
気

が
つ
く
。
童
形
の
聖
徳
太
子
像
で
あ
っ
た
時
期
の
上
宮
王
院
像
の
髪
型

が
美
豆
良
で
あ
っ
た
の
か
、
垂
髪
で
あ
っ
た
の
か
、
美
豆
良
の
先
端
を

た
ら
す
髪
型
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
と
な
っ
て
は
判
然
と
し
な
い
。
し

か
し
、
あ
る
い
は
藤
井
有
郡
館
像
の
垂
髪
は
、
童
形
で
あ
っ
た
時
期
の

上
宮
王
院

像
を
写
し

た
も
の
で

あ
っ
た
の

か
も
知
れ

な
い
。
藤

井
有
鄭
館

像
の
垂
髪

は
腑
下
あ

図6
藤井有那館像・頭部

図5
広隆寺・上宮王院像頭部
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た
り
ま
で
長
く
垂
れ
下
が
っ
て
お
り
、
彫
像
で
あ
る
上
宮
王
院
像
が
こ

れ
と
ま
っ
た
く
同
様
の
髪
型
に
表
現
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、

看
過
で
き
な
い
問
題
点
で
あ
ろ
う
。

頭
髪
と
耳
、
お
よ
び
垂
髪
の
表
現
に
み
ら
れ
る
上
宮
王
院
像
と
藤
井

有
那
館
像
と
の
各
部
の
表
現
の
類
似
を
並
列
す
る
と
、
第
三
章
で
述
べ

た
、
上
宮
王
院
像
が
後
世
の
孝
養
像
に
与
え
る
図
像
的
影
響
の
考
察
に

お
い
て
常
に
つ
き
ま
と
う
藤
井
有
郡
館
像
の
奇
妙
な
符
合
に
―
つ
の
推

測
が
な
し
得
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
井
有
那
館
像
は
上
宮
王
院
像
を
疸
接

と
し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
そ

う
し
て
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
と
、
藤
井
有
鄭
館
像
の
眼
と
眉
の
造
形

は
ま
さ
に
上
宮
王
院
像
の
そ
れ
を
眼
前
に
し
て
の
み
描
く
こ
と
が
で
き

る
表
現
と
し
か
思
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

で
は
実
際
に
、
藤
井
有
郁
館
像
は
上
宮
王
院
像
を
手
本
と
で
き
る
よ

う
な
環
境
で
制
作
さ
れ
た
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
、
藤
井
有
那
館
像
の
制
作
に
関
す
る
思
想
背
景
と
、
教
学
面
か
ら
見

た
広
隆
寺
史
を
照
合
し
つ
つ
以
下
に
述
べ
る
。

平
安
時
代
末
期
に
、
法
隆
寺
に
密
教
が
入
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て

聖
徳
太
子
の
本
地
を
如
意
輪
観
音
と
す
る
説
が
説
か
れ
は
じ
め
た
。
こ

の
よ
う
な
密
教
に
基
づ
く
思
想
は
、
法
隆
寺
の
聖
徳
太
子
信
仰
に
関
連

し
た
美
術
品
の
中
で
も
、
五
尊
曼
荼
羅
に
お
い
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
。

五
尊
曼
荼
羅
で
は
、
中
央
に
大
日
如
来
を
置
き
、
画
面
上
辺
に
虚
空

蔵
菩
薩
と
如
意
輪
観
音
、
下
辺
に
童
形
の
聖
徳
太
子
と
弘
法
大
師
を
配

置
す
る
。
こ
の
五
尊
の
配
置
は
、
中
央
の
大
日
如
来
を
は
さ
ん
で
そ
れ

ぞ
れ
対
角
線
上
に
配
さ
れ
る
、
聖
徳
太
子
の
本
地
と
し
て
の
如
意
輪
観

音
、
弘
法
大
師
の
若
き
日
の
本
尊
で
あ
る
虚
空
蔵
菩
薩
と
い
う
因
果
関

係
を
表
す
。
さ
ら
に
、
画
面
下
辺
に
つ
い
て
、
聖
徳
太
子
と
、
そ
の
後

身
と
み
な
さ
れ
る
弘
法
大
師
を
左
右
に
並
べ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

五
尊
曼
荼
羅
は
法
隆
寺
に
お
け
る
聖
徳
太
子
信
仰
と
真
言
密
教
の
融

合
を
よ
く
表
す
作
品
で
あ
る
。
五
尊
曼
荼
羅
の
構
図
に
込
め
ら
れ
た
意

図
に
よ
っ
て
、
聖
徳
太
子
の
本
地
を
如
意
輪
観
音
に
仮
託
す
る
説
が
真

言
密
教
の
思
想
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
示
さ

れ
る
。藤

井
有
郁
館
像
の
画
面
右
上
に
は
如
意
輪
観
音
を
表
す
種
子
（
キ
リ
ー

ク
）
が
配
さ
れ
る
。
藤
井
有
鄭
館
像
で
は
、
こ
の
種
子
に
よ
っ
て
、
聖

徳
太
子
の
本
地
を
如
意
輪
観
音
に
仮
託
す
る
意
図
が
表
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
法
隆
寺
五
尊
曼
荼
羅
の
画
面
上
に
展
開
さ
れ
る
思
想
と
背
景
を
同

じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
藤
井
有
那
館
像
は
、
賛
文
と
種
子
に
よ
っ
て

観
音
の
垂
迩
と
し
て
の
聖
徳
太
子
を
強
調
す
る
意
図
を
持
つ
と
同
時
に
、

そ
の
意
図
は
真
言
密
教
の
思
想
を
基
盤
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

次
に
教
学
面
か
ら
広
隆
寺
の
寺
史
を
照
合
し
て
み
る
。
現
在
の
広
隆

寺
は
、
真
言
宗
御
室
派
に
属
し
て
い
る
。
広
隆
寺
は
弘
仁
九
年
（
八
一

八
）
四
月
に
火
災
に
よ
っ
て
伽
藍
の
大
半
を
焼
失
す
る
と
い
う
事
態
に

み
ま
わ
れ
た
。
こ
の
罹
災
に
よ
る
広
隆
寺
の
荒
廃
に
対
し
て
、
復
興
に
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一六）

か
ら

尽
力
し
た
の
が
、
広
隆
寺
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
第
九
代
大
別
当
道
昌
で

(
2
1
)
 

あ
る
。
そ
の
道
昌
に
関
し
て
、
『
広
隆
寺
別
当
補
任
次
第
』
に
次
の
よ

う
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。

『
広
隆
寺
別
当
補
任
次
第
』
第
九
代
別
当
道
昌
条

第
九
大
別
当
道
昌
僧
都
子
時
当
寺
小
別
当
元
興
寺
―
-
＿
論
宗
密
宗
弘

法
大
師
御
弟
子

仁
明
天
皇
治
天
下
第
三
年
丙
辰
正
月
廿
一
日
補
別
当
官
符
在
之

寺
務
四
十
一
年
或
廿
七
年
古
記
不
同
可
勘
之
（
以
下
略
）

道
昌
が
広
隆
寺
大
別
当
に
補
任
し
た
の
は
、
仁
明
天
皇
治
世
の
第
三

年
、
す
な
わ
ち
承
和
二
年
（
八
三
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
、
道
昌
に
つ

い
て
「
密
宗
弘
法
大
師
御
弟
子
」
と
注
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
知
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
頃
か
ら
広
隆
寺
と
真
言
密
教
と
の
関
係
は
浅
か
ら
ぬ
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

以
後
、
広
隆
寺
で
は
大
別
当
に
補
任
す
る
人
物
は
東
寺
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
間
が
多
く
を
占
め
る
な
ど
、
真
言
密
教
と
の
繋
が
り
を
保
つ
が
、

『
広
隆
寺
別
当
補
任
次
第
』
の
中
で
第
二
十
五
代
大
別
当
寛
助
の
条
に

つ

い

て

次

の

よ

う

な

記

事

が

み

ら

れ

る

。

＿

『
広
隆
寺
別
当
補
任
次
第
』
第
二
十
五
代
別
当
寛
助
条

第
二
十
五
大
別
当
僧
正
法
印
大
和
尚
位
寛
助

鳥
羽
院
御
宇
永
久
四
年
丙
申
五
月
廿
三
日
任
之
寺
務
十
年
官
符

在
之
自
今
以
後
弘
法
大
師
門
流
可
一
補
云
云

寛
助
の
広
隆
寺
大
別
当
補
任
時
期
は
永
久
四
年
(
-
―

の
十
年
間
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
か
ら
「
自
今
以
後
弘
法
大
師
門
流
可

一
補
云
云
」
と
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

藤
井
有
鄭
館
像
が
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
、

す
で
に
広
隆
寺
は
名
実
と
も
に
真
言
宗
寺
院
と
し
て
歩
み
始
め
て
い
た
。

藤
井
有
郁
館
像
の
図
像
が
上
宮
王
院
像
を
手
本
と
し
て
成
立
し
た
と
考

え
る
上
で
、
こ
れ
を
藤
井
有
部
館
像
の
画
面
右
上
に
配
さ
れ
る
種
子
に

あ
ら
わ
れ
る
真
言
密
教
色
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
藤
井
有
鄭
館
像
と
上

宮
王
院
像
の
結
び
つ
き
を
よ
り
確
た
る
も
の
と
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

追
記
す
れ
ば
、
寛
助
の
広
隆
寺
別
当
補
任
時
期
は
「
永
久
四
年
丙
申

五
月
廿
三
日
任
之
寺
務
十
年
」
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
期
間
中
に
は
上
宮

王
院
像
の
造
顕
も
含
ま
れ
る
。
す
る
と
、
広
隆
寺
の
真
言
密
教
化
が
上

宮
王
院
像
の
造
顕
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
い
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
た
と
は
言
い

難
い
上
宮
王
院
像
に
関
す
る
考
証
を
深
め
る
糸
口
と
し
て
今
後
の
研
究

課
題
と
し
た
い
。

こ
こ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
考
察
に
よ
る
と
、
藤
井
有
鄭
館
像
は
童
形

像
で
あ
っ
た
時
期
の
上
宮
王
院
像
を
直
接
手
本
と
し
て
制
作
さ
れ
、
柄

香
炉
と
笏
を
持
つ
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
存
在
す
る
空
白
を
う
め
る
作

品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
藤
井
有
鄭
館
像
の
賛
文
か
ら
は
廟
堀
太
子

小
結
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．
像
や
岐
阜
・
信
浄
寺
像
、
滋
賀
・
百
済
寺
像
と
の
関
連
が
う
か
が
わ
れ

る
が
、
こ
れ
は
藤
井
有
鄭
館
像
が
後
世
の
孝
養
像
の
図
像
に
強
い
影
響

を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

藤
井
有
鄭
館
像
は
上
宮
王
院
像
を
直
接
手
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た
作

品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
石
川
和
彦
氏
に
よ
っ
て
、
一
条
寺
本
孝

養
像
が
藤
井
有
鄭
館
像
の
図
像
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
見
解
も
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
聖
徳
太
子
孝
養
像
の
図
像
系
譜
に
つ
い
て

考
察
す
る
上
で
看
過
で
き
な
い
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
条
寺
本

孝
養
像
は
、
礼
盤
上
に
座
る
様
式
の
孝
養
像
の
根
本
と
さ
れ
る
作
品
で

あ
る
。
す
る
と
、
藤
井
有
鄭
館
像
は
、
上
宮
王
院
像
を
根
本
と
す
る
孝

養
像
の
系
譜
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、

一
条
寺
本
孝
養
像
を
図
像
の
根
本
と
す
る
孝
養
像
で
も
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

こ
れ
を
、
藤
井
有
鄭
館
像
が
後
世
の
孝
養
像
の
図
像
に
対
し
て
強
い

影
響
を
与
え
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
藤

井
有
鄭
館
像
は
、
聖
徳
太
子
孝
養
像
の
図
像
が
確
立
す
る
以
前
か
ら
、

室
町
時
代
以
降
ほ
ぼ
聖
徳
太
子
孝
養
像
の
図
像
が
定
型
化
す
る
に
い
た

る
ま
で
の
、
様
々
な
様
式
が
混
在
す
る
時
期
に
、
二
つ
の
異
な
っ
た
図

像
系
統
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
と
解

釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
(
1
)

伊
東
史
朗
編
『
調
査
報
告
広
隆
寺
上
宮
王
院
聖
徳
太
子
像
』
（
京
都

大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）

(
2
)

石
田
茂
作
氏
は
、
『
聖
徳
太
子
尊
像
衆
成
』
（
講
談
社
、
一
九
七
六
年
）

総
説
で
、
聖
徳
太
子
孝
養
像
の
現
存
作
品
の
総
数
を
六
七
二
点
と
示
す
。

(
3
)

上
宮
王
院
像
胎
内
の
背
面
墨
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
制
作
年
代

が
知
れ
る
。

元
永
―
―
一
年
歳
次
庚
子
四
月
十
日
改
元
保
安
元
年
春
正
月
戊
寅

舟
日
日
時
辛
未
始
斧
下
奉
造
始
太
子
御
影
長
四
尺
八
寸

同
年
五
月
中
巧
畢
同
六
月
二
日
辛
未
調
定
已
畢
仏
師
僧
頼

範
願
主
定
海
時
年
五
十
四
夏
膜
四
十
一

抑
仏
子
定
海
幻
少
之
昔
生
年
十
四
之
歳
春
比
有
事
縁
誓
太
子

奉
結
大
縁
殊
奉
書
写

細
字
勝
霊
経
持
之
不
離
身
十
余
介
年
後
為
守
師
跡
登
叡
山
始

構
小
室
住
東
塔
北
谷

虚
空
蔵
尾
随
分
受
学
三
密
教
法
従
潤
慶
阿
闇
梨
受
誡
灌
頂
遂

本
意
畢
其
時
生
年
四
十
歳

生
年
四
十
三
之
歳
遁
世
発
心
念
仏
為
宗
弥
太
子
興
法
利
生
慈

悲
広
恩
深
心
存
念
之
俯

且
為
報
慈
悲
広
恩
且
為
蒙
臨
終
引
接
奉
造
立
之
仰
願
上
宮
聖

霊
仏
子
現
在
生
之
間

払
三
障
四
魔
之
怖
行
往
坐
臥
増
堅
固
菩
提
心
最
後
臨
終
之
時
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必
影
薔
給
令
成
就
臨
終
正
念

往
生
極
楽
之
望
給
乃
至
結
縁
法
界
平
等
利
益

(
4
)

伊
東
史
朗
「
総
説
広
隆
寺
聖
徳
太
子
像
の
概
要
と
諸
問
題
」
（
前
掲

注
l
著
書
所
収
）

(
5
)

『
大
日
本
仏
教
全
書
」
聖
徳
太
子
伝
叢
書
（
潮
書
房
、
一
九
三
一
年
）

(
6
)

『
聖
徳
太
子
全
集
』
第
三
巻
（
龍
吟
社
、
一
九
四
二
年
）

(
7
)

大
阪
・
道
明
寺
像
（
木
造
、
弘
安
九
年
）
、
奈
良
・
元
興
寺
像
（
木
造
、

文
永
五
年
）
等
は
、
胎
内
銘
文
や
納
入
物
な
ど
か
ら
制
作
年
代
が
知
れ
る
。

ま
た
、
彩
色
の
状
態
は
よ
く
は
な
い
が
、
抱
が
朱
色
に
彩
ら
れ
、
袈
裟
を

着
用
し
、
柄
香
炉
を
持
つ
。

(
8
)

天
野
信
治
「
袈
裟
と
横
被
の
着
用
か
ら
み
た
聖
徳
太
子
孝
養
像
」
（
大

阪
市
立
美
術
館
監
修
『
聖
徳
太
子
信
仰
の
美
術
』
東
方
出
版
、
一
九
九
五

年
所
収
）
に
お
い
て
、
聖
徳
太
子
孝
養
像
の
袈
裟
と
横
被
の
着
用
形
式
に

関
す
る
考
察
が
み
ら
れ
る
。

(
9
)

聖
徳
太
子
像
は
全
国
に
多
数
分
布
す
る
た
め
に
全
体
像
の
正
確
な
把
握

は
困
難
で
あ
る
。
本
稿
で
は
『
聖
徳
太
子
尊
造
衆
成
」
（
前
掲
註
2
著
書
）
、

『
聖
徳
太
子
信
仰
の
美
術
』
（
前
掲
註
8
著
書
）
な
ど
に
よ
っ
て
可
能
な

限
り
多
数
の
作
例
を
あ
た
る
よ
う
心
が
け
た
が
、
研
究
対
象
か
ら
も
れ
た

作
品
も
存
在
す
る
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
不
備
の
点
は
後
言
を
仰
ぎ
た
い
。

(10)

鶴
林
寺
像
に
つ
い
て
、
武
田
佐
知
子
氏
は
著
書
「
信
仰
の
王
権
聖
徳
太

子
』
（
中
公
新
書
、
一
九
九
三
年
）
の
中
で
、
「
お
そ
ら
く
孝
養
像
の
扮
装

を
す
べ
き
と
こ
ろ
、
下
賜
さ
れ
た
お
仕
着
せ
の
衣
服
と
冠
を
か
ぶ
り
、
整

合
性
を
欠
い
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
の
見
解
を
示
す
。

(11)

伊
東
史
朗
、
前
掲
注
4
論
文

(12)

山
崎
隆
之
氏
は
「
技
法
と
構
造
」
（
前
掲
注
1
著
書
所
収
）
に
お
い
て
、

上
宮
王
院
像
の
顔
面
部
彩
色
は
二
層
に
わ
た
っ
て
お
り
、
下
層
の
彩
色
に

用
い
ら
れ
て
い
る
顔
料
が
鉛
白
で
あ
る
可
能
性
も
示
し
、
こ
の
こ
と
か
ら

顔
面
部
の
彩
色
は
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
頃
に
塗
り
直
さ
れ
た
と
推
測

す
る
。
ま
た
、
同
論
文
中
で
上
宮
王
院
像
は
こ
れ
ま
で
に
取
り
立
て
て
大

き
な
補
修
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
も
述
べ
る
が
、
そ
う
し
て
み

る
と
顔
面
部
の
再
彩
色
は
上
宮
王
院
像
が
童
形
か
ら
成
人
の
像
容
に
改
修

さ
れ
た
際
に
施
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(13)

小
倉
八
郎
氏
は
「
日
本
画
の
着
色
材
料
に
関
す
る
科
学
的
研
究
」
（
「
東

京
芸
術
大
学
美
術
学
部
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
六
九
年
）
に
お
い
て
、
日

本
で
白
色
顔
料
に
鉛
白
が
使
用
さ
れ
た
時
期
を
鎌
倉
時
代
と
推
定
す
る
。

(14)

石
川
知
彦
「
一
乗
寺
本
聖
徳
太
子
孝
養
像
と
太
子
画
像
の
展
開
」
（
前

掲
注
8
著
書
所
収
）

(15)

小
山
正
文
「
三
尊
形
式
の
聖
徳
太
子
像
」
『
同
朋
仏
教
』
第
二
十
八
号
、

一
九
九
三
年

(16)

津
田
徹
英
「
中
世
に
お
け
る
聖
徳
太
子
図
像
の
受
容
と
そ
の
意
義
」

「
密
教
図
像
」
第
十
六
号
、
一
九
九
七
年

(17)

岐
阜
・
信
浄
寺
聖
徳
太
子
孝
養
立
像
、
絹
本
着
色
、
室
町
時
代
。
美
豆

良
を
結
い
、
袈
裟
・
横
被
を
つ
け
、
右
手
に
笏
・
左
手
に
柄
香
炉
を
持
つ
。

礼
盤
上
に
立
ち
、
周
囲
に
百
済
博
士
学
笥
、
阿
佐
太
子
、
恵
慈
法
師
、
小
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(18) 

(19) 

(20) 

(21) 

(22) 野
妹
子
、
蘇
我
馬
子
、
日
羅
聖
人
を
配
す
る
。
画
面
上
部
と
左
右
脇
に
賛

文
が
あ
り
、
上
部
の
賛
文
は

皇
太
子
聖
徳
御
縁
起
日
、
百
済
国
聖
明
王
太
子
阿
佐
礼
日
、
敬
礼

救
世
大
慈
観
音
菩
薩
、
妙
経
流
通
日
本
国
、
四
十
九

歳
博
燈
演
説
。
新
羅
国
聖
人
日
羅
礼
日
、
敬
礼
救
世
観
世
音
、
偲

燈
東
方
粟
散
王
、
従
於
西
方
来
誕
生
、
皆
演
妙
法
度
衆
生

左
右
脇
の
賛
文
は
両
方
に
ま
た
が
っ
て
、

聖
徳
太
子
御
廟
記
文
、
掘
出
一
銅
懐
其
蓋
銘
日
、
五
口
為
利
生
出

衡
山
入
日
域
、
降
伏
守
屋
之
邪
見
、
終
顕
仏
法
之
威
徳

と
な
る
。

滋
賀
・
百
済
寺
聖
徳
太
子
孝
養
立
像
、
絹
本
着
色
、
桃
山
時
代
。

構
図
は
岐
阜
・
信
浄
寺
像
と
同
じ
く
、
美
豆
良
を
結
い
、
袈
裟
・
横
被
を

着
す
る
。
賛
文
は
上
方
の
み
に
書
か
れ
、
内
容
は
以
下
の
通
り
。

敬
礼
救
世
槻
世
音
、
伝
燈
東
方
粟
散
王
、
従
於
西
方
来
誕
生
、
皆

演
妙
法
度
衆
生

荻
野
三
七
彦
考
定
『
聖
徳
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
(
-
九
八

0
年）

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
聖
徳
太
子
伝
叢
書
（
潮
書
房
、
一
九
三
一
年
）

津
田
徹
英
、
前
掲
注
16論
文
。

大
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
広
隆
寺
別
当
補
任
次
第
」
写
本
に
よ
る
。

石
川
知
彦
、
前
掲
注
14
論
文
。

（
関
西
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程

‘-/ 

-15-




